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この度は弊社 「35 cm 送風扇」をお買い上げ頂きましてまことにあし」がと5ございます。 

こ•使用前に必ず取扱説明書をお読みください。なお、この取扱説明書は大切に保管してください。 
















【安全上のご注意】 

〇こ•使用になる前に安全上の注意をよくお読みにな y 正しくお使いください。 

〇ここに示した注意事項は、守らないと人身事故や家財の損害に結びつく重大な内容を記載していますので必ず 
守つてください。 

〇お読みになつた後は、お使いになる方がいつでも見られる場所に保管してください。 

〇表示と意味について 


表示 

表示の意味 

A 

警告 

誤った取 y 扱いをすると、人が死亡または重傷を負ラ危険性が想定される 
内容を示しています。 

A 

注意 

誤った取し」扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害の発生が想定される 
内容を示しています。 


図記号 

-の例 

図記号の意味 


分解禁止 

〇の記号は、禁止の行為を示します。（してはいけないこと） 

具体的な禁止内容は、文章や絵で示します。 

左図の場合は、「分解禁止」を示しています。 


プラグを 

抜く 

•の記号は、行為を強制した y 指示する内容を示しています。 

具体的な強制内容は、文章や絵で示します。 

左図の場合は、 r 差し込みブラグをコンセントから抜く」ことを示しています。 


〇警告 


⑧ 

絶対に改造はしない。火災•感電•クガの恐れがあります。 


修理技術者以外の人は、分解•修理をしない。火災•感電•ケガの恐れがあ y ます。修理はお買い上げの 
販売店またはお客様相談窓□にこ•連絡ください。 


灯油、ガソリン、ペンジン、シンナー、塗料等や、その他引火性のもの、爆発の恐れのあるものの近くでは 
使用しないこと。爆発、火災の原因にな y ます。 

❶ 

電源は、指定の電圧を使うこと。指定以外の電源を使うと、火災•感電の恐れがあし」ます。 


お手入れ、取付の時は、電源プラグをコンセントから抜くこと。ぬれた手で抜き差ししないでください。 
感電の恐れがあ y ます。 

❶ 

電源プラグのほこ y などは定期的に乾いた布でふき取るようにする。プラグにほこ y がたまると、 

湿気等で絶縁不良とな y 、 火災の原因にな y ます。 


til 






















㊃ 

電気部品は水や洗剤をかけた y 、 吹き付けたし」しないこと。漏電によ y 、 火災•感電の恐れがあし」ます。 

Q 

回転中、髪の毛や指を差し込まない。巻き込まれ、指切断等の大きなケガの原因となし」ます。 


ガードを外しての運転はしないでください。ケガや事故の原因となし」ます。 


〇注意 A 


㉞ 

火気に近づけないこと。本体の変形によし」ショートする恐れがあし」ます。 

❶ 

差込プラグを抜く時は、コードをもたずに必ず先端の差込プラグを持って引き抜くこと。 

ブラグがいたんでいる時は使用しないでください。コードに傷がつき火災、感電の恐れがあし」ます。 


長時間こ•使用にならない時は、差し込みプラグをコンセントから抜くこと。 

絶縁劣化による火災、感電の恐れがあ y ます。 

❶ 

こ•使用中に異常(回転停止•異常音•異常振動•異臭)等が発生した時は直ちに使用をやめ電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。火災感電の恐れがあ y ます。 

❶ 

電気工事は必ず電気工事士が行5こと電気設備基準や内線規定に従って安全•確実に行ラこと。 
誤った電気工事は火災、感電の原因にな y ます。 

露 1 

お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセントから抜くこと。 

感電やケガをすることがあ y ます。 

❶ 

アースは確実に取 y 付け、漏電ブレーカー(別売市販品)を使用してください。 

㊃ 

屋外、屋内での水のかかる場所では使用しないでください。 

❶ 

本体を設置する時は強度のある安定する場所に設置してください。 

❶ 

温度、湿度の高い場所に設置しないでください。温度は〇〜 40° C 。 湿度は90%以下の場所に設置して 
ください。 


[ 2 ] 


















Q 

用途以外には使用しないでください。 

Q 

設置の際は安定した台を使い、けがのないように行ってください。 

Q 

振動のある場所には設置しないでください。落下事故等の原因とな y ます。 

❶ 

配線作美を行5時は必ず、電源遮断し、感電のないよろにしてから行ってください。 

❶ 

設置作業は一人で行わず、二人以上で行ってください。 

一人で行ろと落下事故、本体の故障の原因となし」ます。 

❶ 

設置の際は、ポルト、ナツトを確実に締め付けてください。 

ボルト、ナツトの締めがゆるいと落下事故の原因となし」ます。また、本機取 y 付け後は定期的に取 y 
付け状態の点検を行ってください。 

❶ 

送風角度を変える時は必ず電源を切 y 、 ハネの回転が止まっ/5ことを確認してから行ってください。 
ハネの回転が止まっていない内に行ラとけがの原因となし」ます。 

❶ 

ハネに汚れやゴミが付着した場合には、汚れ、ゴミを取し」除いてください。 

ゴミが付着したままですとハネの振動等が起き故障、事故の原因とな y ます。 


電源コードを巻いたたままにしておい/ ny 、 コードの上に思い物を置いたし丄挟んだ y しないで 
ください。また、無理にねじった y 引っ張った y しないでください。火災や感電の原因とな y ます。 
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【付属品】 

essssj 六角レンチ XI 


扈 iM 恩 スタンド固定ネジ X 8 

扈扈龜愚 ※スタンド装着済 


【各部名称】 
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【組立方法】※注意 

•本機組立の際は、安定した場所で行い、指等を挟まないように注意してください。 

〇スタンドに取付けられているスタンド固定ネジを外します。 

〇本体にスタンドを差込みスタンド固定ネジでしつか y 固定してください。 




【本体の設置】 

〇平らで、安定した場所に本体を設置してください。 

〇設置の際は、必ずキヤスターのストッパーを 「 onj にして□ツクしてください。 
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【延長コードについて】 

電力はコンセントから直接取ることが望ましいのですが、やむを得ず延長]-ドを使用する場合は、 
表の数値を守ってください。 

〇優良な配線器具を使い、電気設備基準や電力会社の規則に従って、保守に十分注意して下さい。 

〇延長コードが細かった y 、 長すぎた y しますと電圧降下によし」起動しない場合があし」ますので、こ•注意下さい。 


長さ 

単相100 V 

10 m 以下 

0.75 mm 2 X 2芯 

20 m 以下 

0.75 mm 2 X 2芯 

30 m 以下 

0.75 mm 2 X 2芯 

50 m 以下 

0.75 mm 2 X 2芯 

100 m 以下 

2.0 mm 2 X 2芯 


コードリールに電線を巻いたまま長時間使用した y 、定格電流を超えた電流を流すと異常発熱を 
起こし、溶解•焼損してしまいますのでご注意ください。 


【使用方法】 

スイッチ 

〇本機を安全にご使用いただくため、電源プラグに付いているアースクリッブで必ずアースをとつてください。 

※漏電等による感電事故防止のため、アースは必ずとつてください。 

〇スイツチはダイヤル式になつていますので、本体後面のスイツチを廻すことによつて、スイツチの ON / OFF 、 風の強/弱を 
設定できます。 

〇スイッチの赤#を弱に合わせると「弱」、強に合わせると「強」、切に合わせると「運転停止」します。 
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送風角度 

〇角度固定ノブをゆるめて必要とする送風角度にし、角度固定ノブを締め付けてください。 





【保守と点検】 

羽根、ガード、モーターにホコ u が付着しますと、異常音•振動•モーター過熱などの原因とな y ます。 

下記手順に従って、各部の清掃を行ってください。 

•モーター表面のホコ u は掃除機で吸い取ってください。 

•羽根、ガードの汚れは、薄めた中性洗剤に浸し、固くしぼつた柔らかい布で拭き取 y 、 さらに乾いた布で洗剤が残らないように 
拭き取つてください。 

•長時間使用しない場合は、スイッチを切り、差し込みブラグをコンセントから抜いてください。またホコリがつかないように本機に 
ビニール 袋等をかけて保管してください。 


❶ 

取扱注意 

清掃•点検の際は、スイッチを切 y 差し込みブラグをコンセントから抜いて、羽根の回転が 
止まったことを確認してから行ってください。 


(S) 

取扱注意 

本体や羽根などを拭く場合は、タワシ•研磨剤•ペンジン•シンナー等をご使用にな y ますと、 
塗装面の剥離や変形•破損を引き起こしますので、使用しないでください。 

羽根に添付された注意シールをはがした y 、 文字を消さないでください。 


【仕様】 


電源 

100V 50Hz 

100V 60Hz 

速度 

強 

弱 

強 

弱 

回転数 

1320miir' 

1160miir' 

1500 min-i 

1200 min— 1 

電流 

0.48A 

0.35A 

0.50A 

0.40A 

消費電力 

44W 

38W 

50W 

44W 

風速 

175m/min 

153m/min 

186m/min 

149m/min 

風量 

71m 3 /min 

63m 3 /min 

75m 3 /min 

60m 3 /min 

羽根径 

35cm 

電源コード長さ 

約 2.0m VCTF 0.75mm 2 

本体寸法 

(幅) 53.5 x (奧行) 40 x (高) 86cm 

質量(本体重量） 

約 8.5kg 
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【トラブルの原因と対策】 


故障の種類 

原 因 

対 策 

スイツチを入れても羽根 
が回転しない。 

•差し込みプラグがコンセントに正し 
く差し込まれていない 

•コンセントに差し込まれているか点検。 
また、又コードに傷等がないか点検。 

•モーターの故障 
•スイッチの故障 

•お買い上げの販売店にこ•連絡ください。 

運転中に異雜ゃ振動が 

•固定ネジのゆるみ 

•各部固定ネジを締め直す。 

•設置場所が不安定 

•安定した強度のある場所に移動する。 

羽根の回転が遅い 

•電圧が低い 

•正しい電圧で使用する。 

•延長コードが長すぎる 

•延長コードは使用しない。コンセント 
から近い場所で使用する。 


♦上記の点検をしても症状が変わらないときは、事故防止のため、使用を中止してください。 
差し込みブラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店ぺ修理をこ•依頼ください。 


♦こ•自分で分解•修理は危険ですか6、絶対にしないでください。感電•ケガの恐れがあ y ます。 


♦本製品はサーマルブ□テクター(復帰式過熱保護装置)付きモーターを使用してお y ます。 
モーターが異常発熱すると自動的にモーターが停止し、モーター温度が下がると回転し始めます。 
度々このような症状が出ましたら、使用を止め、お買い上げの販売店にこ•連絡ください。 


〇 サーマルブロテクターが作動し、回転が停止している時に分解•点検はしないでください。 
取扱注意モーターが冷えると、サーマルブロテクターが復帰して羽根が回転し始めますので大変 
危険です。 


[ 8 ] 














